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1. 研究背景 

今日，食文化や宗教などの違いにより牛や豚を食べら

れない人やアレルギーを持っているため特定の食材を食

べられない人がいる．そのような人たちや言葉の通じない

外国人旅行者でも簡単にどのような食事かわかるように，

食事画像から食事の名前を提示したい．本研究では，色

特徴を用いて，食事画像の認識を行う． 

2. 理論 

2.1 色特徴 

 色特徴とは，RGBやHSV等の色空間のヒストグラムを用い

た特徴量である．本稿で用いる色特徴は，画像の各RGB

成分を4段階に量子化したものを用いる．使用する特徴ベ

クトルは，各RGB成分のヒストグラムから得られた4×3の12

次元色特徴ベクトルと各RGB4段階の値の組み合わせで

作られる64色のヒストグラムから得られる4×4×4の64次元

色特徴ベクトルを用いる． 

2.2 量子化 

 量子化とは，画像の画素の濃淡を離散的な数値に変換

する操作である．画像は色情報を多く含むため，そのまま

色情報を使用すると処理に時間がかかる．しかし，画像を

量子化すると色の情報量が少なくなるため，画像の処理が

効率的になる． 

2.3 ユークリッド距離 

 ユークリッド距離とは２点間をつなぐ線分の長さのことで

ある．点𝑥 = (𝑥1, 𝑥2, 𝑥3, … , 𝑥𝑛)，点𝑦 = (𝑦1, 𝑦2, 𝑦3 … , 𝑦𝑛)の

２点間の n 次元ユークリッド距離 L は以下の式で求められ

る． 

  𝐿 = ∑ (𝑥𝑖 −  𝑦𝑖)2𝑛
𝑖=1            ・・・(1) 

2.4 Nearest Neighbor 法（NN 法） 

 Nearest Neighbor 法とは，ラベル付された既知データ（学

習用データ）とラベル付けされていない未知データ（テスト

データ）との距離をとり，最小距離の既知データのクラスに

未知データをラベル付けする手法である．本稿で用いる距

離を求める計算式は(1)のユークリッド距離を用いる． 

3. 実験方法 

 サイズが異なる画像を各 4 クラス 6 枚ずつ用意し，そのう

ちの各クラス 4 枚を学習用画像とし，残り 2 枚をテスト用画

像として実験を行う．最初は 12 次元色特徴ベクトルと NN

法を用いて画像認識を行い，次に 64 次元色特徴ベクトル

とNN法を用いて実験を行う．これを実験 1，実験 2とする．

実験 1 では最初に各学習用画像とテスト用画像の RGB を

4段階に量子化を行う．次に量子化された画像から各RGB

値のヒストグラムをとり，ヒストグラムから 12 次元の特徴ベク

トルを抽出し，NN 法を用いてテスト用画像の認識を行う． 

実験 2 では最初に各学習用画像とテスト用画像の RGB

値を 4 段階に量子化し，その RGB 値の組み合わせ（4×4

×4＝64色）のヒストグラムをとる．次にヒストグラムから64次

元の色特徴ベクトルを抽出し，NN法を用いてテスト用画像

の分類を行う．以上の2種類の実験を行い，画像の認識精

度の比較を行う． 

4. 結果 

 
図 1 実験 1：12 次元色特徴ベクトルの分類結果 

 

 
図 2 実験 2：64 次元色特徴ベクトルの分類結果 

 

 12次元色特徴ベクトルと 64次元色特徴ベクトルを用いて

それぞれ食事画像を認識した結果，両者とも認識精度は

同じ 37.5%（3/8）になった．この結果より，単純な色特徴だ

けでは認識の精度が低いものとなった．今後は，特徴量の

作成方法として Bag-of-colors，認識手法として K-Nearest 

Neighbor法を用いて検証を行っていく． 
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